
佐野美術館創立45周年を記念してお茶会を開
催いたします。佐野美術館創設者、佐野隆一
翁が昭和初期に両親の隠居用として築造し、
現在は国の登録有形文化財に指定されている
隆泉苑で、新緑の美しい庭園をご覧になりな
がら、お茶を一服差し上げたく存じます。今
回は、静岡県茶道連盟の協力を賜り、計5日間、
それぞれ流派の違う先生にお席をもっていた
だきます。いろいろなお席にご参加いただき、
流派の違いの面白さを感じてみてはいかがで
しょうか。

向井潤吉は旅をして、実際の里山を眺め屋外
で作品を描いたことで知られます。作家の訪
ねた土地や、制作にまつわるエピソードを通
して、向井潤吉作品を見つめ直します。
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佐野美術館創立45周年
記念茶会

百
年
の
計

向井潤吉展 講演会
「向井潤吉と民家　
その足跡をたずねて」

連
載其の壱

日程：4／16（土）・4／23（土）・
　　　5／14（土）・5／15（日）・5／29（日）
会場：佐野美術館 隆泉苑
時間：午前10時～午後 3時（全 7席）
参加費：前売茶券 1,500円
　　　　（佐野美術館入館料込）
　　　　当日茶券 1,000円
　　　　（佐野美術館入館料別）

日程：4／24（日）　
　　　14：00～16：00終了予定
講師：橋本善八（世田谷美術館美術課長）
会場：講堂
定員：60名
聴講料：500円
※要申込・先着順

よしや

湧水の流れを取り込んだ約2千坪の日本庭園
と、そこに佇む昭和初期に築造した隆泉苑を、
水彩画で描きましょう。

水彩画講座②
「初夏の隆泉苑を描く」

日程：5／4（水・祝）、
　　　5／5（木・祝）　13：00～16：00終了予定
講師：池谷佐和子（洋画家）
会場：講堂・庭園
定員：各回20名（計40名）
参加費：3,000円（教材費込）
※要申込・先着順
※雨天時は内容を変更する場合があります。

本講座では、世界的に知られる｢吉澤折り紙｣
を基礎から学びます。
毎月、季節に合わせた作品を楽しめます。

平成23年度
吉澤創作折り紙講座
～初級～

日程：平成23年4月～翌年3月 13：30～15：30
（月1回、原則的に第1土曜日に開講）
受講料：42,000円（材料費別）
定員：約 10名（要申込・先着順）
講師：吉澤喜代（国際折り紙研究会代表）

日本人形玩具学会と佐野美術館が主催する講
演会 / シンポジウムです。青い目の人形の答
礼に日本がアメリカに贈った平田郷陽作の「答
礼人形」を機に興った人形芸術運動を検証し
ます。

平田郷陽展 
講演会 /シンポジウム
平田郷陽と人形芸術運動
―郷陽没後30年
帝展人形進出75年」

日程：6／11（土）　13：30～16：50
会場：三島市民文化会館
定員：50名
聴講料：1,000円
※要申込・先着順

編集後記：ある日展示室の床一面に散らばる、靴底ラバーの塊を発見
。カケラをたどれば、熱心に作品鑑賞された様子がうかがえましたが、靴の持ち主はさぞ歩き辛かったのでは。 [F]　　次回発行予定日：平成23

年7月1
日

さのび子どもくらぶ年会費：1,000円（有効期限：2012 年 3月31日・開館中随時受付 )
最新情報はこちらでチェック！http://www.sanobi.or.jp/event/kodomo.html
メールマガジン配信中★　kodomoml@sanobi.or.jp　に空メールを送ってね

交通案内
JR三島駅南口より
・南へ 1.3Km左側
・沼津登山東海バス
　（4番のりば：新城橋行き又は大平行き）／
　三島循環バス「せせらぎ号」（1番のりば）で
　「佐野美術館」下車
・伊豆箱根鉄道に乗換え「三島田町駅」下車徒歩3分
沼津 I.C.より
・伊豆箱根方面へ 8Kｍ、三島玉川交差点を左折、
　二つ目信号を右折
裾野I.C.より
・南へ 13Km

※駐車場あり。　混雑時には市営駐車場（有料）も
ありますのでご利用ください。

開館時間：10：00～17：00
　　　　　　（入館の受付は16：30まで）
休 館 日：毎週木曜日（祝日の場合開館）／
　　　　　展示替期間中／年末年始

注目のイベント

さんしんギャラリー 善

展覧会スケジュール

さんしんギャラリー 善は、伊豆・県東部の創作活動を支援する目的で、
三島信用金庫 100周年記念事業の一環として開設しました。
佐野美術館が運営を委託されたギャラリーです。

● 4／1（金）～ 4／25（月）　崎山隆之展（陶芸）
● 5／1（日）～ 5／25（水）　相沢常樹展（絵画）
● 6／1（水）～ 6／25（土）　鈴木丘（きゅう）展（金属造形）

お問合せ：さんしんギャラリー善
〒411-0857　静岡県三島市芝本町 12-3　TEL 055-991-0034
http://www.sanshin-zen.jp
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詳しい情報

「さのび子どもくらぶ」会員募集中！

※対象＝小中学生

（子ども講座…油絵・フラワーアレンジメント・すみ絵・

　　　　　　　とうげい・お茶会など計画中！）

平成22年度初級講座の作品例

いつでも美術館の展覧会が無料で見られる「年間パスポート」がもらえます！
いっしょに来る人 1名は半額！　家族やお友達と何度も来てください！
1年間に 5回展覧会を見に来ると、すてきなプレゼントがもらえます！
子どもの講座の先行受付や受講料の割引など、会員だけの特別サービスがあります！
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その他のイベント

●向井潤吉展会期中　毎週土曜日
　担当学芸員のギャラリートーク
● 4／29（金・祝）　
　ミューズクラブ会員のつどい
● 5／3（火・祝）　水彩画講座①
　「向井潤吉の水彩画／
　　　　　　 水彩絵具を知ろう」
●平田郷陽展会期中　
　5／28（土）、6／18（土）、7／2（土）　
　担当学芸員のギャラリートーク
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